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平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の

１７

２０

１５

会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
る
瓜
連
町
や
那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合
の
決
算
、
那
珂
市
火

災
予
防
条
例
の
改
正
な
ど
、
合
計　

件
の
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案

２４

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

被
害
を
最
少
に
す
る
た
め
に

火
災
報
知
器
等
の
早
期
設
置

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
詳
細
は
消
防
本
部
ま
で
）

　
「
地
方
税
法
」の
法
律
改
正

に
あ
わ
せ
、
那
珂
市
税
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
市
民

税
に
お
い
て
、
今
ま
で
は
年

齢
が　

歳
以
上
で
、
前
年
の

６５

合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
市

民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
非
課
税

措
置
が
廃
止
と
な
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
は
、
該
当
す
る

１８方
に
は
市
民
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
改
正
に
は
経
過
措

置
が
あ
り
、
平
成　

年
１
月

１７

１
日
現
在
に
お
い
て　

歳
以

６５

上
の
方
は
、
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成　

年
度
は
税
額

１８

が
、
３
分
の
１
。
平
成　

年
１９

度
は
、
税
額
が
３
分
の
２
と

な
り
ま
す
。
平
成　

年
度
か

２０

ら
、
全
額
を
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
税
も
同
様
の

改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
税

額
は
、
県
民
税
も
加
算
さ
れ

た
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
改
正
は
、
給
与

の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
が

支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た
場

合
に
も
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
の
義
務
化
な

ど
で
す
。

（
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
）
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「
消
防
法
」の
法
律
改
正
に

よ
り
住
宅
へ
の
防
災
機
器
設

置
の
義
務
づ
け
な
ど
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

那
珂
市
火
災
予
防
条
例
に
追

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
那
珂
市
で
は
、

平
成　

年
６
月
１
日
以
降
に

１８

住
宅
の
新
築
や
増
改
築
等
を

す
る
場
合
は
、
火
災
報
知
器

等
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２０

年
６
月
１
日
か
ら
は
、
火
災

報
知
器
等
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
防
止
に
十
分

な
注
意
を
す
る
と
と
も
に
、

一
般
住
宅
へ
も
火
災
警
報
器
等
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

改正

�

�

市
税
条
例
改
正

　

歳
以
上
で
所
得
額
１
２
５

６５万
円
以
下
の
方
の
非
課
税
措

置
が
廃
止
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補正予算８件を可決しました
　平成１６年度補正予算の専決処分６件と、平成１７年度補正
予算２件を、原案どおり可決しました。

▼平成１６年度会計補正予算（第９号）
９７９万９，０００円の減額→総額１５７億９，６２１万９，０００円
　歳入は、税をはじめ国県補助等の歳入確定によるもの
です。
　歳出は、事業費の確定による減額等です。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１６年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第５号）
補正額０円→総額３８億４，１０９万３，０００円
　歳出の医療給付費の支払い増加分について予備費を減
額しました。予算の組み替えによるもので、総額の増減
はありません。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１６年度老人保健特別会計補正予算（第５号）
４，５２１万８，０００円の減額→総額３９億８３７万２，０００円
　医療給付費の減額による補正です。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１６年度下水道事業特別会計補正予算（第６号）
補正額０円→総額１９億８，５２５万４，０００円
　歳出の那珂久慈流域下水道事業の負担金が不足したた
め、予備費より予算を組み替えました。総額の増減はあ
りません。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１６年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第５号）
補正額０円→総額１９億　７６９万９，０００円
　歳出の保険料の還付金を増額し、その分予備費を減額
しました。総額の増減はありません。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１６年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第４号）
補正額０円→総額３億６，５０１万円
　歳入の借入金が減額となった分を、一般会計から繰入
をしました。総額の増減はありません。
（H１７．３．３１専決処分）

▼平成１７年度一般会計補正予算（第１号）
２，１９７万７，０００円の増額→総額１７５億９，１９７万７，０００円
　歳入は、財政調整基金より約１，９００万円の繰入などで
す。
　歳出は、市税の前納報奨金３００万円増、議会の設備改修
３４３万円増、小学校の指導書３３５万円増などが主なもので
す。

▼平成１６年度老人保健特別会計補正予算（第５号）
５００万円の増額→総額４４億６，０００万円
　国県負担金等の返納金が発生したために、５００万円を
増額しました。
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消防ポンプ自動車購入契約
契約金額　２６，１８２，２９０円
契約相手　茨城県石岡市国府５丁目２－２５
　　　　　（有）鈴　機
　　　　　代表取締役　鈴木　直人
契約方法　指名競争入札による契約
契約内容　西消防署の消防ポンプ自動車の老朽化により

買い換えをするものである。

　地籍調査事業の実施により、那珂市戸の字の区域の一
部に変更の必要性が生じたことにより変更しました。
　主に変更した場所は、茨城県植物園や県民の森、林業
技術センター内の土地が、多数の小字が入り乱れてお
り、土地管理の不便さを解消するために変更しました。
　この字の区域の変更は、市議会で議決後に、県知事に
提出し、県が告示をすることにより決定します。

������

▲昭和６２年に購入したポンプ車を取り替えます

� � � �

平成１６年度から平成１７年度へ予算を繰越しました

◎平成１６年度一般会計繰越明許費繰越

道路改良舗装事業　　　　　　　　　２，７００万円
まちづくり事業　　　　　　　１，３１７万４，０００円
瓜連地区まちづくり事業　１億８，１６８万８，０００円
横堀小学校大規模改造事業　　　　　　９６０万円

◎平成１６年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越

那珂久慈流域下水道事業　　　　　８６万５，０００円
◎平成１６年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

繰越明許費繰越

区画整理事業　　　　　　　　　　　８，３００万円
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合
併
に
よ
り
、
瓜
連
町
と
那

珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合
は
、
平

成　

年
１
月　

日
を
持
っ
て
廃

１７

２０

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
ら
の
団
体
の
決
算
書

が
、
那
珂
市
議
会
の
承
認
を
得

る
た
め
、
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
決
算
の
内
容
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
す
る
た
め

に
、　

名
の
委
員
に
よ
る
決
算

１２

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
２
日
間
を
か

け
て
、
瓜
連
町
の
７
つ
の
会
計

決
算
と
那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組

合
決
算
の
合
計
８
会
計
決
算
の

内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
り

審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
の
決
算
は
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
し
て
議
会
に
報
告
し
、
議
会

本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長　
　
　

先
�　
　

光

副
委
員
長　
　

�
畑　

道
英

委　

員　
　
　

蝦
名　

純
子

委　

員　
　
　

勝
村　

晃
夫

委　

員　
　
　

君
嶋　

寿
男

委　

員　
　
　

和
田　

勝
一

委　

員　
　
　

間
宮　
　

一

委　

員　
　
　

石
川　

憲
男

委　

員　
　
　

寺
門　

和
雄

委　

員　
　
　

岩
上　

昌
和

委　

員　
　
　

萩
野
谷
敏
一

委　

員　
　
　

中
村　
　

健

■平成１６年度瓜連町各種会計決算（H１６．４．１～H１７．１．２０）

歳入歳出差引額  A-B歳出決算額  B歳入決算額  A会　　計　　区　　分

２億３，８０５万２５億９，４９１万２８億３，２９６万一般会計

２，２４８万５億３，８７９万５億６，１２７万国民健康保険特別会計（事業勘定）

２，０９２万６億３，５５５万６億５，６４７万老人保健特別会計

３，５９７万２億８，４３７万３億２，０３４万介護保険特別会計

２，５７４万２億１，８９０万２億４，４６４万下水道事業特別会計

４５３万１６５万６１８万公園墓地事業特別会計

３億４，７６９万４２億７，４１７万４６億２，１８６万合　　　　　　計

（単位：円）

※歳入歳出差引額はすべて那珂市の平成１６年度予算へ繰入しています。
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合
併
に
よ
る
瓜
連
町
の
各
種
会
計
決
算

と
那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合
の
決
算
認
定

の
議
案
が
執
行
部
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
決
算
を
審
議
す
る
た
め
那

珂
市
議
会
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
２
日
間
を
か
け
て
決
算
内
容
を
審

議
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
で
審
議
の
結

果
、
す
べ
て
の
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
し
、
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

▲決算特別委員会の会議

※資本的収支の赤字分は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

■平成１６年度瓜連町水道事業会計予算（H１６．４．１～H１７．１．２０）

差引増  A-B支出決算額  B収入決算額  A

５,３２１万１億４,４０９万１億９,７３０万収益的収入及び支出

△７,３９７万１億２,０４７万４,６５０万資本的収入及び支出

（単位：円）
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う
ち　

筆
が
旧
那
珂
町
鹿
島

５６

地
区
と
重
複
し
て
い
た
た
め

合
併
特
例
交
付
金
を
活
用
し

て
旧
瓜
連
町
分
の
地
番
を
変

更
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
の
郷
づ
く
り
事
業

は
、
県
補
助
を
受
け
て
Ｊ
Ａ

が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
事
業
で
、
遊
休
農
地
解
消

と
そ
ば
の
団
地
化
作
付
け
で

　
　

を
実
施
し
て
お
り
、　

１６
ha

１２

月
に
そ
ば
祭
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
田
園
空
間
創
造
整
備
事

業
は
、
県
と
町
か
ら
一
千
万

円
ず
つ
の
補
助
を
出
し
て
、

下
大
賀
地
区
住
民
か
ら
の
要

望
に
よ
り
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
の
施
設

を
建
設
し
ま
し
た
。　

月
に

１１

完
成
し
ま
し
た
。

　

静
た
め
池
前
駐
車
場
整
備

事
業
は
、
静
峰
公
園
利
用
者

の
た
め
の
駐
車
場
、
約
２
、９

８
３
�
を
舗
装
し
、
街
路
灯

も
併
せ
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

決
算
内
容
を
十
分
に
慎
重
審

議
し
た
結
果
、
町
民
の
付
託

に
答
え
る
べ
く
重
点
施
策
を

実
施
し
て
お
り
、
予
算
も
適

正
に
執
行
さ
れ
た
と
評
価

し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
今
後

も
当
委
員
会
の
中
の
要
望
や

意
見
を
参
考
に
努
力
を
求
め

る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

町
民
の
た
め
に
重
点
施
策
を
実
施
し
て
お
り

予
算
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

　

瓜
連
町
決
算
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
１
月　

日
で

１７

２０

瓜
連
町
が
廃
止
と
な
っ
た
た

め
、
年
度
途
中
の
打
切
り
決

算
と
い
う
特
別
な
形
の
決
算

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

決
算
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

未
収
入
金
が
あ
っ
た
り
、
歳

出
で
も
未
執
行
部
分
が
あ
る

な
ど
、
通
常
の
決
算
と
は
違

う
形
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
歳
入
歳
出
の
未
執
行

部
分
に
つ
い
て
は
、
合
併
当

日
に
す
べ
て
那
珂
市
の
予
算

へ
引
き
継
が
れ
、
那
珂
市
と

し
て
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
の
決
算
で

は
、
町
税
は
、
納
期
が
到
来

し
て
い
な
い
部
分
が
未
収
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
県
補

助
や
交
付
金
等
の
収
入
は
、

年
度
末
の
３
月
に
収
入
さ
れ

る
も
の
が
多
い
た
め
、
全
額

収
入
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
で
は
、
予
算
執

行
し
て
支
払
い
完
了
の
部
分

が
決
算
額
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
が
実
施
中
で
あ
る
も
の

や
未
執
行
の
部
分
は
、
決
算

額
に
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
中
で

は
、
歳
入
の
町
税
の
不
納
欠

損
処
分
の
内
容
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
総
額
で
約

１
、１
０
０
万
円
の
欠
損
処

分
を
し
て
お
り
、
生
活
困
窮

者
・
所
在
不
明
者
・
死
亡
な

ど
の
場
合
に
欠
損
処
分
を
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
欠
損
処
分
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重

に
適
正
に
実
施
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
審
議
内
容

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

重
複
地
番
調
査
事
業
の
内

容
は
、
旧
瓜
連
町
の
鹿
島
地

区
分
で
過
去
に
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
た
３
２
４
筆
の

平成１６年度瓜連町一般会計歳入決算額

歳入決算額歳入科目

１０億５，７６５万地 方 交 付 税

５億２，７６８万町 税

４億６，１７４万繰 入 金

２億６，４３０万町 債

１億３，９０１万繰 越 金

５，３５０万地 方 消 費 税 交 付 金

５，００９万県 支 出 金

４，７２２万地 方 譲 与 税

４，０８２万国 庫 支 出 金

３，７６０万諸 収 入

３，７５１万財 産 収 入

３，５７６万使 用 料 及 び 手 数 料

３，０２９万地 方 特 例 交 付 金

２，２７２万分 担 金 及 び 負 担 金

１，８２３万自動車取得税交付金

５７９万利 子 割 交 付 金

１０５万ゴルフ場利用税交付金

１０１万配 当 割 交 付 金

８４万交通安全対策特別交付金

１５万寄 付 金

２８億３，２９６万合　　　計

（単位：円）

適
正
な
手
続
き
に
よ
る

不
納
欠
損
処
分
を

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
よ
う
に
努
力

を
求
め
る

平成１６年度瓜連町一般会計歳出決算額

歳出決算額歳出科目

５億　４３１万民 生 費

４億４，０５３万土 木 費

４億１，２０７万総 務 費

２億７，００９万衛 生 費

２億６，４０１万教 育 費

２億　６７８万消 防 費

２億　６２２万公 債 費

１億５，７５９万農 林 水 産 業 費

７，２０３万議 会 費

４，９９２万商 工 費

１，１３４万諸 支 出 金

２万労 働 費

２５億９，４９１万合　　　計

（単位：円）
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平
成　

年
度
の
瓜
連
町
特

１６

別
会
計
決
算
の
概
要
と
決
算

特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
議

内
容
で
す
。

　

国
保
税
の
滞
納
繰
越
分
の

内
、
５
２
７
万
円
を
不
納
欠

損
と
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
死
亡
、
貧
困
、
所
在
不

明
な
ど
の
た
め
に
徴
収
困
難

な
も
の
で
し
た
。
今
後
も
滞

納
の
減
少
の
た
め
に
努
力
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
高
額
医
療
費

の
対
象
者
は
主
に
悪
性
腫
瘍

で
し
た
。
レ
セ
プ
ト
点
検
を

実
施
し
た
結
果
、
約
１
０
０

万
円
の
過
誤
請
求
が
あ
り
請

求
書
の
修
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
会
計
は
、　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
を

��������	
�

国保税などの滞納整理と

歳出抑制で健全運営に

努めてほしい

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

滞
納
整
理
に
努
力
を

負
担
す
る
制
度
で
す
。
平
成

　

年
度
末
で
対
象
者
は
９
８

１６９
名
で
し
た
。
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
約　

万
円
と

６４

な
り
ま
し
た
。

　

瓜
連
地
区
の
介
護
保
険
の

認
定
者
は
２
７
４
名
で
、
そ

の
中
で
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
は
、
１

９
０
名
で
し
た
。
保
険
税
の

滞
納
も
増
加
し
て
い
る
の

で
、
滞
納
額
が
増
加
し
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
使
用
料
や
加
入
分

担
金
の
滞
納
額
が
増
加
し
て

い
る
の
で
、
滞
納
整
理
に
努

力
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
下
水
道

の
主
な
事
業
内
容
は
、
瓜

連
・
中
里
地
区
の
約　
　

の

１３
ha

下
水
管
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

瓜
連
の
古
徳
沼
の
近
く
に

あ
る
富
士
霊
園
の
維
持
管
理

の
た
め
の
会
計
で
す
。
約
一

千
区
画
の
分
譲
を
予
定
し
て

お
り
、
現
在
約
５
０
０
区
画

分
を
造
成
し
て
、
２
３
４
区

画
が
分
譲
済
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
化
で
医
療
費
が
増
加

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
認
定
者
が
増
加

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

約　
　

を
整
備

１３
ha

◆
公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

２
３
４
区
画
が
分
譲
済

��������	

※上記の決算額は、Ｈ１６．４．１～Ｈ１７．１．２０までの打ち切り決算であ
り、通常の１年間の収支状況ではありません。Ｈ１７．１．２１以後の
収支は那珂市の同一会計の収支に含まれます。

　　平成１６年度瓜連町国民健康保険特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

３億１，９５４万保 険 給 付 費１億９，５９９万国民健康保険税

１億１，０５３万老人保健拠出金１億２，８４２万国 庫 支 出 金

３，４４６万諸 支 出 金１億　１４５万療養給付費等交付金

３，１６０万介護保険納付金６，７８２万繰 入 金

３，０２６万総 務 費５，９５１万繰 越 金

９９１万共同事業拠出金６０１万共同事業交付金

２４９万保 健 施 設 費１５０万県 支 出 金

５７万そ の 他

５億３，８７９万歳出合計５億６，１２７万歳入合計

　　　平成１６年度瓜連町老人保健特別会計 （単位：円）

歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

６億３，３７２万医 療 諸 費３億９，３８７万支払基金交付金

１７５万前年度繰上充用金１億４，７４４万国 庫 支 出 金

８万諸 支 出 金７，８０２万繰 入 金

３，６８６万県 支 出 金

２８万諸 収 入

６億３，５５５万歳出合計６億５，６４７万歳入合計

　　　平成１６年度瓜連町介護保険特別会計 （単位：円）

歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

２億６，４８１万保 険 給 付 費８，５２５万支払基金交付金

１，９５５万総 務 費６，８０３万国 庫 支 出 金

１万諸 支 出 金６，７８８万繰 入 金

４，９９２万介 護 保 険 料

３，２７１万県 支 出 金

１，６５４万繰 越 金

１万使用料及び手数料

２億８，４３７万歳出合計３億２，０３４万歳入合計

　　　平成１６年度瓜連町下水道事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

１億４，３３７万下 水 道 費１億１，６８０万繰 入 金

７，５５３万公 債 費６，２１６万使用料及び手数料

４，７５３万分担金及び負担金

１，２１２万繰 越 金

４９０万町 債

１１３万諸 収 入

２億１，８９０万歳出合計２億４，４６４万歳入合計

　　平成１６年度瓜連町公園墓地事業特別会計 （単位：円）
歳出決算額歳出科目歳入決算額歳入科目

１４０万総 務 費５２５万使用料及び手数料

２５万諸 支 出 金６６万管 理 料

２７万繰 越 金

１６５万歳出合計６１８万歳入合計
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一般会計予算より

約４，６００万円の補助収入

厳しい経営状況です

　

瓜
連
町
の
水
道
事
業
会
計

決
算
額
は
、
左
表
の
と
お
り

で
し
た
。

　

営
業
収
益
の
内
、
水
道
使

用
料
は
約
１
億
４
千
万
円
で

す
。
営
業
費
用
は
、
減
価
償

却
費
、
職
員
人
件
費
、
水
を

浄
化
し
て
配
水
す
る
経
費
が

主
な
も
の
で
す
。
営
業
外
収

益
は
、
瓜
連
町
の
一
般
会
計

予
算
か
ら
約
４
千
６
百
万
円

の
補
助
収
入
を
受
け
て
い
ま

す
。
営
業
外
費
用
は
、
借
入

金
の
返
済
金
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。
当
年
度
純
利
益
が

約
５
千
万
円
あ
り
ま
す
が
、

瓜
連
町
か
ら
の
補
助
金
を
差

し
引
く
と
収
支
は
、
ほ
ぼ
同

額
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

瓜
連
町
の
大
部
分
は
、
久

慈
川
か
ら
取
水
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
水
利
権
の
最

大
取
水
量
の
２
２
９
０
�
／

日
で
も
不
足
し
て
い
る
た

め
、
茨
城
県
中
央
広
域
水
道

か
ら
水
を
購
入
し
て
供
給
し

て
い
ま
す
。
給
水
人
口
は
、

８
、７
９
１
人
で
、
水
道
普

及
率
は　

・　

％
と
な
っ
て

９６

５０

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
水
道
管
の
中
で

石
綿
管
を
使
用
し
て
い
る
部

分
を
順
次
更
新
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合

は
、
那
珂
町
と
瓜
連
町
が
共

同
で
負
担
金
を
支
出
し
て
、

消
防
事
業
や
「
那
珂
聖
苑
」

の
管
理
運
営
事
業
を
実
施
し

て
い
た
一
部
事
務
組
合
で

す
。
合
併
後
は
、
こ
の
事
務

組
合
は
廃
止
と
な
り
、
す
べ

て
那
珂
市
の
事
業
と
し
て
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
決
算
の
内
容
は
、
歳

入
で
は
、
分
担
金
及
び
負
担

金
が
消
防
事
業
と
那
珂
聖
苑

運
営
費
の
負
担
金
で
、
内
訳

は
那
珂
町
か
ら
約
７
億
２
千

万
円
と
瓜
連
町
か
ら
約
２
億

１
千
万
円
で
す
。
使
用
料
及

び
手
数
料
は
、
那
珂
聖
苑
の

使
用
料
が
約
２
千
４
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
消
防
費
が
約
６

億
９
千
万
円
と
大
部
分
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
約

１
０
０
名
の
職
員
の
人
件
費

が
約
６
億
７
千
万
円
、
消
防

の
た
め
の
物
品
等
経
費
が
約

２
千
万
円
で
し
た
。
衛
生
費

は
、
火
葬
場
斎
場
の
管
理
運

営
費
で
、
約
７
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

人
件
費
が
約
３
千
２
百
万

円
、
火
葬
場
斎
場
の
維
持
管

理
費
が
約
３
千
６
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

��������	
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平成１６年度瓜連町水道事業実績
（Ｈ１６．４．１～Ｈ１７．１．２０）

水道事業損益計算書

１４４,０８０,１８０円営 業 収 益

１１４,５１８,７１７円営 業 費 用

４６,０５４,５９７円営 業 外 収 益

２３,４７６,６６１円営 業 外 費 用

５２,１３９,３９９円当 年 度 純 利 益

水 道 事 業 実 績

２，５８１戸給 水 戸 数

８，７９１人給 水 人 口

９６．５０％水 道 普 及 率

７７３，０５９�年 間 総 配 水 量

２，６１１�１ 日 平 均 配 水 量

２８７リットル１人１日平均配水量

２，２９０�/日久 慈 川 の 水 利 権

４００�/日茨城県中央広域水道

　
　

那
珂
町
と
瓜
連
町
の

消
防
事
業
と
火
葬
場
斎
場
の
運
営
費　
　

平成１６年度那珂瓜連地区事務組合決算額

歳入決算額歳入科目

９億３，３３５万分担金及び負担金

２，４３４万使用料及び手数料

１，５６９万繰 越 金

６５７万諸 収 入

３万財 産 収 入

９億７，９９８万合　　　　計

（単位：円）

歳出決算額歳出科目

６億９，２００万消 防 費

６，８３６万衛 生 費

２，８１３万総 務 費

７２９万公 債 費

５９万議 会 費

７億９，６３７万合　　　　計

旧瓜連町浄水場

那珂聖苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



那珂市 議会だより ８

��������	

　

本
委
員
会
で
は
、「
活
力

あ
る
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
議
会
閉
会
中
も
調
査
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
農

業
を
中
心
に
旧
那
珂
町
と
旧

瓜
連
町
の
地
域
に
お
け
る
農

業
の
実
態
等
を
視
察
調
査
し

た
上
で
、
当
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い

て
提
言
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
今
回
の
委

員
会
に
お
い
て
門
部
圷
・
下

河
原
地
区
と
下
大
賀
地
区
、

２
ヶ
所
の
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
現
地
視
察
し
ま
し

た
。

　

視
察
後
の
会
議
に
お
い

て
、
農
業
活
性
化
に
は
基
盤

整
備
は
重
要
で
あ
る
こ
と

や
、
担
い
手
育
成
の
在
り
方

に
つ
い
て
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
常
任
委
員
会
と
し
て
活

力
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の

基
盤
整
備
も
然
る
事
な
が

ら
、
担
い
手
の
在
り
方
な
ど

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
、
な
お

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
委
員
会

を
開
催
し
て
調
査
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

「
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
」
を
調
査
事
項
と
し
て
閉

会
中
も
調
査
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、

旧
那
珂
町
と
旧
瓜
連
町
で
は

整
備
方
針
や
状
況
も
違
っ
て

お
り
ま
す
し
、
今
後
は
、
那

珂
市
と
し
て
整
備
方
針
を
統

一
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
生
活
道
路
の
整
備

は
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
で
き
る
だ
け
整
備

を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
那
珂
市
と
し
て

の
道
路
整
備
の
方
針
と
、
旧

那
珂
町
と
旧
瓜
連
町
の
整
備

状
況
の
違
い
に
つ
い
て
執
行

部
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
道
路
の
整
備

状
況
や
管
理
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
、
現
地
を
見
て
調
査
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
現
地
視
察
等
を
実

施
し
て
、
委
員
会
の
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

継続調査

多くの生活道路整備を
促進する必要があります

�
�
�
�
�
�
�

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

継続調査

農
業
の
担
い
手
の
在
り
方
な
ど

政
策
的
な
面
を
さ
ら
に
調
査

門部圷、下大賀地区の農業基盤整備事業について現地視察を行いました。
（５月１６日）

�������

生活道路の整備について

▲生活道路の整備が要望されています
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調査事項

１．議員定数に関する事項

２．その他関連する事項

継続調査

併
を
し
た
他
市
町
村
の
議
員

定
数
・
財
政
・
人
口
・
行
政

面
積
な
ど
の
比
較
調
査
や
視

察
等
を
含
め
て
、
さ
ら
に
充

分
な
調
査
研
究
を
す
べ
き
で

あ
る
。
と
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

よ
っ
て
那
珂
市
独
自
の
議

員
定
数
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
委
員
会

を
開
催
し
て
調
査
を
し
て
い

き
ま
す
。

���������	
��
��

県内各市の議員定数を調査
財政・人口・行政面積なども

さらに調査していきます

　

当
特
別
委
員
会
は
、
本
年

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当

議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
た
め
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
１
回
目
の
委

員
会
が
５
月　

日
に
行
わ
れ

１９

ま
し
た
。
那
珂
市
施
行
に
伴

い
地
域
住
民
の
民
意
を
い
か

に
し
て
議
会
に
反
映
さ
せ
る

か
、
ま
た
定
数
に
つ
い
て
県

内
各
市
の
現
時
点
に
お
け
る

議
員
定
数
状
況
を
、
資
料
に

よ
り
調
査
し
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
近
年
合

法定数３０名の県内市議会の条例定数

国勢調査人口
（Ｈ１２）

現議員数条例定数市町村名

７６，９２３２６２６龍 ケ 崎 市
７３，２５８２２２２牛 久 市
６２，２８７２６２６鹿 嶋 市
６１，８６９６８２２常陸太田市
５８，７２７２６２６古 河 市
５８，６７３３６２６坂 東 市
５５，０６９３８２６那 珂 市
５２，７７４２４２４結 城 市
５２，５６８２４２４石 岡 市
５１，５９３２４２４北 茨 城 市
５１，２８４６５２６稲 敷 市
５０，３６２２０２０守 谷 市

（地方自治法により、人口５万以上１０万未満の市は、３０名以内で
議員定数を定めることになっています。また、現在は合併特例
により一時的に現議員数は定数を超えています。Ｈ１７．５現在）

ら
形
状
管
理
に
す
る
メ
リ
ッ

ト
の
質
疑
が
あ
り
、
形
状
管

理
は
、
ど
ん
な
ミ
ス
が
あ
っ

て
も
臨
界
に
は
至
ら
な
い
と

い
う
安
全
対
策
の
た
め
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

那
珂
研
究
所
の
イ
ー
タ
ー

支
援
施
設
と
し
て
の
今
後
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
那
珂

研
究
所
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｔ－

　

を
中
核
に
研
究
開
発
を
発

６０展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

今
期
（
平
成　

年
１
月
〜

１７

３
月
）
に
つ
い
て
は
、
放
出

管
理
目
標
値
を
上
回
っ
た
事

業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
件
の
事
故
報
告
の
説
明

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
周
辺
環

境
及
び
従
事
者
へ
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
軽
微
な
事
故

で
あ
る
が
、
大
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
執

行
部
で
は
、
原
子
力
事
業
所

に
対
し
、
徹
底
し
た
安
全
管

理
に
つ
い
て
、
申
し
入
れ
る

よ
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

継続調査

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

原
子
力
施
設
等
へ
の
監
視
を
続
行

調
査
事
項

１ 
住
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
事
項

２ 
周
辺
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
項

３ 
原
子
力
安
全
協
定
に
関
す
る
事
項

４ 
核
融
合
研
究
施
設
に
関
す
る
事
項

５ 
そ
の
他
関
連
す
る
事
項

　

市
内
に
あ
る
３
事
業
所
よ

り
年
間
計
画
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

三
菱
原
子
燃
料（
株
）

　

本
年
度
も
、
加
圧
水
型
軽

水
炉
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
原
子
力
発

電
用
燃
料
集
合
体
の
製
造
を

主
体
に
操
業
を
し
て
い
く
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル（
株
）エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
セ
ン
タ
ー
那
珂

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究
所

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
部
門
を
切
り
離
し
、
原
子

力
を
主
体
と
し
た
研
究
を
行

う
。

日
本
原
子
力
研
究
所
那
珂
研

究
所

　

平
成　

年　

月
１
日
の
核

１７

１０

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
と

の
統
合
に
向
け
て
、
引
き
続

き
原
子
力
の
開
発
及
び
利
用

に
つ
い
て
事
業
を
進
め
、
そ

の
成
果
を
新
法
人
に
継
承
す

る
。

　

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

三
菱
原
子
燃
料
株
式
会
社

の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
許

認
可
事
項
で
増
設
計
画
が
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
様
な
計

画
を
作
る
段
階
で
、
地
元
と

関
わ
り
を
持
つ
よ
う
意
見
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ラ
ン
回
収
設
備

の
臨
界
管
理
を
質
量
管
理
か

市
内
の
原
子
力
事
業
所
の

平
成　

年
度
主
要
事
業
計
画

１７

原
子
力
事
業
所
の
事
故
報
告

平
成　

年
度
第
４
四
半
期
に

１６

お
け
る
気
体
廃
棄
物
の
放
出

状
況

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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◆石川　利秋　議員
１．観光行政について

◆根本　慎一　議員
１．教育委員会と学校現場のあり方について

◆小田倉　義治　議員
１．生活環境の向上について
２．遊休農地対策について

◆寺門　　近　議員
１．安全安心のための防犯体制について

◆木村　静枝　議員
１．平和問題について

◆海野　　徹　議員
１．行政情報および市広報について
２．接遇教本について
３．団体および事業の補助金見直しについて
４．介護予防について

◆中�　政長　議員
１．児童､生徒の下校時の安全対策（不審者対

策）について
２．行財政改革を数字で

◆君嶋　寿男　議員
１．新市での住民サービスについて
２．那珂総合運動公園について

◆遠藤　　実　議員
１．介護保険制度の見直しについて

◆勝村　晃夫　議員
１．ITER関連施設の誘致について

◆先�　　光　議員
１．那珂市版地域コミュニティ支援事業（仮称）

の創設について
２．観光物産センターの設置について

◆助川　則夫　議員
１．公共施設の利用状況について
２．住民検診について

◆蝦名　純子　議員
１．下校時等の子どもを守る不審者対策について
２．総合センターらぽーるの活用について

◆笹島　　猛　議員
１．介護保険と高齢者保険福祉施策

について
２．学童保育事業について
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静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
の
水
上
ス
テ
ー
ジ

の
池
に
お
い
て
、
八
重
桜
ま

つ
り
開
催
中
に
魚
の
大
量
死

が
発
生
し
て
お
り
、
周
辺
に

悪
臭
が
漂
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
施
設
に
お
け
る

維
持
管
理
や
排
水
系
統
及
び

調
整
池
の
構
造
的
な
問
題
等

に
対
し
、
な
ん
ら
手
立
て
等

も
図
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
、
汚
染
水
を
噴
水
に
利
用

し
、
ま
た
、
財
政
が
厳
し
い

か
ら
と
管
理
費
を
省
く
等
、

市
の
管
理
体
制
が
問
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
魚
の
回
収
量
と

池
の
管
理
費
及
び
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

死
骸
の
回
収
量
に
つ

い
て
は
、
約
３
百
匹
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
費
は

支
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

市
長　

各
施
設
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
共
に
、
池
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
協
議
を

し
て
適
切
な
対
策
を
と
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
園
を

訪
れ
る
家
族
連
れ
や
観
光
客

に
対
し
て
ゆ
っ
く
り
と
く
つ

ろ
げ
る
公
園
と
し
て
、
さ
ら

に
訪
れ
る
お
客
さ
ん
が
喜
ん

で
く
れ
る
よ
う
な
環
境
保
全

に
も
配
慮
し
、
那
珂
市
観
光

事
業
の
健
全
な
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▲静峰ふるさと公園の水上ステージ前の池

　

額
田
城
跡
を
史
跡

指
定
す
る
に
あ
た

り
、
地
権
者
に
駐
車
場
の
整

備
を
約
束
し
て
指
定
の
同
意

を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
住
民
は
市
に
協
力
す

べ
く
、
城
跡
の
保
存
、
保
護

を
図
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
約
１
２
０
名
及
び
額
田

小
の
生
徒
等
が
除
草
や
不
法

投
棄
の
ゴ
ミ
拾
い
、
倒
木
の

処
理
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
駐
車
場
の
整
備
が

図
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等

の
組
織
が
整
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
市
民
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を
図
り
、

観
光
客
を
温
か
く
迎
え
入
れ

る
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

教
育
次
長　

額
田

小
学
校
前
の
学
童
保

育
所
に
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
は
学
童
保
育
や
幼

稚
園
の
送
迎
の
方
等
が
利
用

し
て
お
り
ま
す
が
、
城
跡
の

見
学
者
も
利
用
で
き
な
い
か

協
議
中
で
す
。
協
議
が
整
え

ば
見
学
者
の
方
も
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
観
光
協
会
理
事
会
等

で
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

��������

�

� 環
境
保
全
に
配
慮
し
観
光
事
業
の
健
全
な
発
展
を

公
園
施
設
の
維
持
管
理
体
制
と
今
後
の
対
応
は

協
議
が
整
え
ば
学
童
保
育
所
の
駐
車
場
が
利
用
可
能
に

駐
車
場
の
整
備
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を

�

�

����
１．観光行政について

▲額田小学校前の学童保育所隣の駐車場 ���� ��
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▲つくば市教育委員会の学校教育指導概要
　（インターネットで公開）

　

国
で
は
教
育
委
員

会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
中
で
あ
り
、
形
骸

化
、
機
動
性
、
弾
力
性
欠
如

等
の
指
摘
や
多
く
の
市
長
か

ら
廃
止
論
ま
で
出
て
い
る
。

つ
く
ば
市
や
水
戸
市
、
日
立

市
、
東
海
村
な
ど
模
範
的
な

所
も
多
い
。
当
市
は
一
般
会

計
予
算
の
教
育
へ
の
投
入
率

が
こ
れ
ら
の
地
域
よ
り
も
高

く
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
充
実
し

����
１．教育委員会と学校現場の

あり方について

た
教
育
行
政
が
成
さ
れ
て
も

良
い
は
ず
。
当
委
員
会
会
議

内
容
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
期

待
と
大
き
く
異
な
り
、
極
め

て
驚
い
た
。
各
委
員
は
教
育

上
の
重
要
テ
ー
マ
、
例
え
ば

「
学
力
低
下
へ
の
対
応
」等
を

も
ち
、
国
の
議
論
等
を
踏
ま

え
報
告
書
を
作
成
、
そ
れ
を

委
員
会
で
議
論
し
、
当
市
教

育
レ
ベ
ル
向
上
に
つ
な
が
る

結
論
を
導
き
出
す
等
委
員
会

独
自
の
戦
略
を
持
つ
べ
き
だ
。

新
教
育
長
へ
の
市
民
期
待
は

大
き
い
、
手
腕
を
発
揮
し
て

頂
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

教
育
長　

当
市
教

育
委
員
会
へ
の
指
摘

は
肯
定
す
る
部
分
が
極
め
て

多
い
、
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
。
当
委
員
会
と
し
て
の

戦
略
も
真
摯
に
受
け
止
め
十

分
に
検
討
し
対
応
し
た
い
。

　

当
市
の
小
中
学
校

の
多
く
は
老
朽
化
し

て
い
る
。
古
い
学
校
の
ト
イ

レ
は
使
い
難
い
上
、
臭
く
、

暗
く
、
汚
く
、
狭
く
、
壊
れ

て
い
る
所
も
あ
る
。
あ
る
小

学
校
で
は
子
供
達
の
考
え
を

取
り
入
れ
、
小
便
器
の
無
い

ト
イ
レ
と
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
他
の
男
子
児
童
の
目

を
気
に
せ
ず
に
排
便
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
供
達

は
成
長
に
伴
い
清
潔
へ
の
こ

だ
わ
り
感
や
排
便
へ
の
羞
恥

心
も
出
て
く
る
。
こ
れ
が
学

校
で
の
排
便
へ
の
障
害
と
な

り
多
く
は
我
慢
し
て
い
る
。

医
師
も
心
配
し
て
お
り
、
学

業
に
も
力
が
入
ら
な
い
。
排

便
の
重
要
性
の
理
解
教
育
や

子
供
達
、
教
師
、
保
護
者
で

ト
イ
レ
検
討
会
を
持
ち
再
建

改
造
時
の
設
計
要
求
と
す
べ

き
。
ま
た
、
保
護
者
等
で
手

直
し
修
理
で
き
る
も
の
は
、

原
材
料
等
を
支
給
す
べ
だ
。

教
育
上
も
良
い
効
果
を
も
た

ら
す
。　

教
育
長　

参
考
に

な
る
意
見
だ
、
児
童
・

生
徒
の
利
用
し
や
す
い
状
況

を
考
え
な
が
ら
検
討
会
を
考

慮
し
て
進
め
た
い
。

　

教
育
次
長　

保
護
者
等
の

奉
仕
に
よ
る
修
理
内
容
に

よ
っ
て
は
、
原
材
料
等
の
支

給
が
可
能
で
あ
る
。

�

�

�

�

真
摯
に
受
け
止
め
対
応
し
た
い

教
育
委
員
会
と
し
て
独
自
の
戦
略
を
打
ち
出
す
べ
き
だ

児
童
生
徒
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
を
考
慮
し
た
い

子
供
達
の
立
場
で
学
校
ト
イ
レ
を
考
え
る
べ
き
だ

▲那珂市小学校のトイレ

���� ��
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１３ 那珂市 議会だより

　

一
般
市
民
の
願
い

は
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
安
心
笑
顔
で
豊
か
な
暮

ら
し
が
で
き
衛
生
的
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、
公
共
下
水

道
事
業
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
、
市
に
与
え
ら
れ
た
最
大

の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
神
崎
地
区
は
、
公
共
下

水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
二

つ
に
分
か
れ
、
特
に
本
米
崎

地
区
四
堰
は
目
の
前
に
久
慈

川
幹
線
が
通
っ
て
居
り
、
更

に
は
、
下
水
道
処
理
場
が
大

き
く
建
っ
て
お
り
ま
す
。
何

故
最
大
限
に
協
力
し
て
い
る

四
堰
地
区
が
不
公
平
な
差
別

を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
市
は
早
期
設
置
に
対

し
て
前
向
き
に
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

四
堰
地
区
も
陳
情
要

望
請
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
未
決
定
地
区

の
平
成　

年
度
以
降
の
事
業

２０

認
可
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
を
設
置
し
て
那
珂
市

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
事
業
認

可
区
域
を
選
定
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲本米崎　四堰地区

　

国
に
お
け
る
Ｗ
Ｔ

Ｏ
貿
易
自
由
化
に
よ

る
輸
入
農
産
物
の
増
加
、
更

に
は
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
の
減
少
等
、
農

業
を
維
持
す
る
困
難
が
生

じ
、
そ
の
結
果
農
地
管
理
が

放
棄
さ
れ
遊
休
地
が
増
加
し

周
辺
住
民
へ
の
環
境
被
害
が

出
て
お
り
ま
す
。
す
で
に

フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
の
奨

励
、
麦
の
無
料
配
布
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
提
言
と
し

て
、
土
と
触
れ
合
い
を
持
ち

た
い
方
に
市
民
農
園
を
作
っ

て
は
ど
う
か
、
果
樹
園
オ
ー

ナ
ー
制
度
は
ど
う
か
、
一
方

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
緑

の
再
生
を
念
頭
に
近
所
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
程
度
の
思

い
切
っ
た
植
林
を
試
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

市
民
農
園
の
設
置
は

地
域
の
要
望
意
向
等
を
確
認

し
地
域
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
フ
ェ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ
の
奨
励
、
麦
の

無
料
配
布
等
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
果
樹
園

オ
ー
ナ
ー
制
度
と
緑
の
再
生

の
山
林
へ
の
展
開
は
、
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
等
と
相
談
し

な
が
ら
、
遊
休
農
地
対
策
を

進
め
て
ゆ
き
た
い
。

��������

�

� 公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
の
拡
大
は
委
員
会
設
置
で

生
活
環
境
向
上
、
特
に
四
堰
地
区
を
ど
う
考
え
る
の
か

普
及
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、
解
決
策
を
考
え
た
い

遊
休
農
地
の
解
消
策
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か

�

�

����
１．生活環境の向上について
２．遊休農地対策について

▲遊休農地対策のフェアリーベッチ ����� ��



那珂市 議会だより １４

��������

▲芳野小学校児童の下校風景

　

最
近
、
４
月
、
５

月
、
６
月
に
お
い
て
、

小
中
学
生
に
対
し
不
審
者
に

よ
る
声
か
け
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て

今
回
の
事
故
等
に
つ
い
て

は
、
実
害
が
な
か
っ
た
こ

と
、
又
各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
対
応
を
し
た
こ
と
が
教

育
委
員
会
に
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
が

犯
罪
被
害
者
に
な
っ
た
り
す

����
１．安全安心のための防犯体

制について

る
事
件
事
故
が
各
地
で
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
た
子
供
の

命
を
守
る
観
点
か
ら
、
関
係

機
関
の
連
携
と
、
更
に
は
防

災
無
線
を
利
用
し
た
広
報
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
、
市
民
ぐ

る
み
で
対
策
、
対
応
を
す
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

　

教
育
次
長　

不
審

者
と
思
わ
れ
る
者
に

声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
対

応
を
し
な
い
で
逃
げ
る
と

か
、
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
具
体
的
な
対
策
を

各
学
校
に
指
導
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
よ
り
効
果
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
内
外
に
い
る

子
供
を
危
険
か
ら
ど

う
守
る
か
、
こ
れ
は
先
生

や
、
保
護
者
に
と
っ
て
大
き

な
悩
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
最
近
の
声
か
け

事
件
で
は
実
害
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は

本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら

安
心
し
ま
し
た
。
最
近
テ
レ

ビ
等
で
よ
く
事
件
や
事
故
が

あ
る
と
「
申
し
わ
け
な
い
」

と
か
、「
二
度
と
起
こ
さ
な

い
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
か

安
っ
ぽ
い
謝
罪
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
子
供
に
対
し
て
の

事
件
、
事
故
は
当
那
珂
市
に

お
い
て
は
絶
対
に
起
こ
さ
な

い
と
い
う
気
迫
、
気
概
を

も
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

　

教
育
次
長　

平
成

　

年　

件
、　

年　

１３

２９

１４

１２

件
、　

年　

件
、　

年　

件

１５

３９

１６

３６

あ
り
ま
し
た
。

　

青
少
年
相
談
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
は
じ
め
地
域
の
方
々
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
こ
の
防

犯
に
は
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

�

�

�

�

各
学
校
と
連
携
し
て
、
万
全
の
対
策
を
と
っ
て
い
る

小
・
中
学
生
に
対
し
て
の
防
犯
体
制
に
つ
い
て

毎
年
数
十
件
発
生
し
て
お
り
ま
す

過
去
５
年
間
で
声
か
け
事
故
が
ど
の
位
あ
っ
た
か

▲児童下校時にあわせて防犯パトロール（福田地区）

���� ��



１５ 那珂市 議会だより

����
１．平和問題について

��������

　

今
年
は
、
終
戦　
６０

年
。
第
二
次
世
界
大

戦　

周
年
を
迎
え
る
世
界

６０
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
日
本
が
ア

ジ
ア
で
行
っ
た
戦
争
に
つ
い

て
、
い
か
な
る
大
儀
も
な
い

侵
略
戦
争
、
不
正
、
不
義
の

犯
罪
的
戦
争
だ
っ
た
と
い
う

共
通
の
認
識
の
上
に
立
っ
て

い
ま
す
。
二
度
と
過
ち
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
ド
イ
ツ

や
日
本
な
ど
で
、
戦
後　

周
６０

年
記
念
式
典
等
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
戦
争
を
生
き
抜
い

て
き
た
人
た
ち
も
高
齢
化

し
、　

年
の
節
目
の
式
典
参

１０

加
は
今
回
が
最
後
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

那
珂
市
と
し
て
も
戦
争
体

験
者
が
元
気
な
う
ち
に
、
そ

の
記
録
を
残
す
積
極
的
な
取

り
組
み
が
ほ
し
い
と
思
う

が
、
計
画
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

戦

争
の
悲
惨
さ
を
風
化

さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ
を
後

世
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は

重
要
な
こ
と
な
の
で
、
特
に

今
年
、
市
の
歴
史
民
族
資
料

館
で「
戦
後　

年
の
記
憶
展
」

６０

を
７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。
訪

れ
た
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
、
そ
れ
を
広
報
で
知
ら

せ
る
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
を
愛
す
る
な
ら

ば
、
戦
争
を
し
な
い

国
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
日
本
は
戦
争
を
し
な
い

と
い
う
「
憲
法
第
９
条
」
が

あ
り
、
こ
れ
は
世
界
に
誇
る

宝
で
す
。
し
か
し
、
平
和
を

維
持
す
る
に
は
絶
え
ず
努
力

が
必
要
で
す
。
国
民
一
人
ひ

と
り
が
平
和
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
、
行
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
那
珂
市
長

と
し
て
、
平
和
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
い

ま
す
。　

市
長　

今
度
那
珂

市
が
「
市
」
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
広
島
の
市
長

か
ら
８
月
６
日
の
広
島
原
爆

記
念
日
に
お
い
で
下
さ
い
と

の
招
待
が
あ
り
、
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
前
日
に

は
世
界
の
平
和
を
求
め
る

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
っ
て
い
る
全
国
の

自
治
体
の
長
が
集
ま
る
会
議

が
あ
り
参
加
し
ま
す
。
ま

た
、
今
度
市
の
歴
史
民
族
資

料
館
で
開
催
す
る
「
戦
後　
６０

年
の
記
念
展
」
に
展
示
す
る

た
め
の
戦
時
中
の
資
料
も
た

く
さ
ん
提
供
し
ま
し
た
。
二

度
と
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
な
平
和
な
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

�

�
「
戦
後　

年
の
記
憶
展
」
を
開
催
す
る

６０

平
和
行
政
の
計
画
は
あ
る
か

平
和
は
市
長
の
使
命
、
今
年
広
島
原
爆
記
念
式
典
参
加

平
和
に
対
す
る
市
長
の
考
え
や
取
り
組
み
は
？

�

�

▲歴史民俗資料館で「戦後６０年の記憶展」を開催

▲那珂市役所玄関横にある「平和町宣言」の石碑 ���� ��



那珂市 議会だより １６

����
１．行政情報および市広報に

ついて
２．接遇教本について
３．団体および事業の補助金

見直しについて
４．介護予防について

��������

▲毎月３回、各家庭に様々な文書が配布されています

　

行
政
情
報
及
び
広

報
に
つ
い
て
、
企

画
・
規
格
の
不
一
致
で
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
が
統
一
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
情
報
を
整
理
し
、
ま

と
め
て
提
案
で
き
な
い
か
。

広
報
紙
を
広
告
媒
体
と
し
て

開
放
し
、
広
告
収
入
に
よ
り

市
民
負
担
を
少
し
で
も
削
減

す
る
と
い
う
発
想
は
な
い

か
。
水
戸
市
で
は
、
広
報
紙

の
年
間
発
行
費
が
約
２
千
万

円
、
そ
の
う
ち
４
８
０
万
円

を
広
告
収
入
と
し
て
見
込
ん

で
い
る
。
財
政
難
の
中
で
少

し
で
も
財
源
を
確
保
し
、
地

元
企
業
を
活
性
化
す
る
ね
ら

い
で
も
あ
る
。
提
言
を
申
し

上
げ
る
。

　

市
長
公
室
長　

読

み
や
す
さ
・
わ
か
り

や
す
さ
を
基
本
に
考
え
、

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
も

考
慮
し
て
い
き
た
い
。
情
報

紙
の
種
類
も
整
理
で
き
る
も

の
は
整
理
し
、
発
行
回
数
も

含
め
情
報
一
元
化
に
努
め
て

い
く
。

　

市
長　

有
料
広
告
掲
載

は
、
自
主
財
源
確
保
・
地
元

商
工
業
育
成
振
興
の
面
で
有

意
義
。
県
内
６
市
町
村
の
例

を
参
考
に
し
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
を
進
め
、
で
き
る
限

り
の
範
囲
で
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　

那
珂
市
補
助
金
交

付
規
則
に
基
づ
く
補

助
団
体
の
選
考
・
補
助
金
額

決
定
の
原
理
・
原
則
は
何
か
。

補
助
団
体
の
活
動
評
価
、
市

で
の
政
策
評
価
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。
交
付
団
体
会
長

に
、
市
長
が
就
任
し
て
い
る

が
、
双
方
代
理
状
態
と
な

り
、
法
律
的
に
禁
止
さ
れ
て

な
い
か
。
那
珂
市
補
助
金
等

審
議
会
に
市
民
を
参
加
さ
せ

る
考
え
は
な
い
か
。

　

助
役　

交
付
規
則

に
つ
い
て
具
体
的
明

記
は
な
い
が
、
公
益
上
で
必

要
・
奨
励
す
べ
き
活
動
・
市

実
施
事
業
の
一
部
を
担
う
も

の
で
す
。
実
績
報
告
書
で
活

動
内
容
・
執
行
状
況
等
の
確

認
で
把
握
し
て
い
る
。
昨
今

の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、
改

善
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

総
務
部
長　

民
法
１
０
８

条
の
双
方
代
理
の
禁
止
規
定

に
つ
い
て
は
、
一
般
の
契
約

関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
。
補

助
金
交
付
に
も
類
推
適
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、

十
分
注
意
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

市
民
参
加
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
公
正
・
公
平
な
審
議
確

保
・
導
入
方
法
等
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

�

�

�

�

自
主
財
源
確
保
に
有
意
義
。
検
討
を
進
め
た
い
！

広
報
紙
を
広
告
媒
体
と
し
て
開
放
す
る
発
想
は
？

市
民
参
加
の
必
要
性
は
認
識
。
検
討
し
て
い
く
！

那
珂
市
補
助
金
等
審
議
会
に
市
民
参
加
は
？

▲補助金を適正に交付しているか再チェック

���� ��



１７ 那珂市 議会だより
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１．児童、生徒の下校時の安
全対策（不審者対策）に
ついて

２．行財政改革を数字で

　

小
中
学
校
の
児
童

生
徒
下
校
時
に
、
不

審
者
に
よ
る
、
声
か
け
、
写

真
を
と
る
等
の
事
件
が
あ
り

大
事
に
な
ら
な
い
も
の
の
不

安
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
昨
年　

件
、
今
年
も

３６

３
ヶ
月
で
５
件
と
、
父
兄
に

と
っ
て
非
常
に
気
が
か
り
で

あ
り
教
育
長
に
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
市

長
の
政
治
信
条
の
第
一
番
目

に
、
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
あ
り

ま
す
。
市
民
、
特
に
弱
者
、

児
童
生
徒
に
対
す
る
こ
の
問

題
に
つ
い
て
市
政
の
長
と
し

て
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

教
育
長　

学
校
で

は
児
童
生
徒
の
命
の

安
全
確
保
が
最
重
要
課
題
と

考
え
、
常
に
全
職
員
が
危
機

管
理
の
意
識
を
高
め
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長　

児
童
生
徒
の
安
全

確
保
は
非
常
に
重
要
な
も
の

で
す
。
市
と
し
て
も
又
地
域

の
皆
様
の
協
力
を
得
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
地
域
を

守
る
会
、
子
供
を
守
る
会
等

の
結
成
時
に
は
、
５
万
円
の

補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
安
全
対
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▲横堀小学校児童の下校風景

　

公
務
員
の
給
与
に

つ
い
て
人
事
院
の
勧

告
で
ど
の
く
ら
い
下
が
っ
た

の
か
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
パ
ソ

コ
ン
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

市
の
発
注
す
る
建
設
土

木
、
購
入
品
等
指
名
業
者
の

選
定
を
市
内
業
者
優
先
に
し

て
は
ど
う
か
。

　

市
の
庁
舎
管
理
費
の
節
減

結
果
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

総
務
部
長　

職
員

の
給
与
は
平
成　

年
１０

の
ピ
ー
ク
と
比
較
し
て　

歳
４０

で
約　

万
円
減
少
し
て
い
ま

５５

す
。

　

市
長
公
室
長　

電
算
関
係

の
維
持
管
理
費
は
、
平
成　
１７

年
度
は
、
４
７
０
０
万
円
で

す
。
自
治
体
の
業
務
共
同
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
部
長　

市
内
の
業
者

で
で
き
る
も
の
は
当
然
市
内

業
者
を
指
名
し
て
入
札
し
て

い
る
。

　

市
長
公
室
長　

庁
舎
管
理

で
は　

年
度
と　

年
度
を
比

１２

１６

較
し
て
、
電
気
料
が
３
４
２

万
円
、
水
道
料
が　

万
円
、

２４

コ
ピ
ー
料
は
１
２
１
万
円
削

減
し
ま
し
た
。

　

市
長　

職
員
の
給
与
を
下

げ
ず
適
正
人
員
配
置
を
考
え

今
後
と
も
行
政
の
効
率
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

� 行
政
、
教
育
委
員
会
、
地
域
の
皆
様
一
体
と
な
っ
て

児
童
生
徒
の
下
校
時
の（
不
審
者
）対
策
は
？

電
気
3
4
2
万
、
水
道　

万
、
コ
ピ
ー
1
2
1
万
円
削
減

２４

行
財
政
改
革
を
数
字
で
示
し
て

�

�

▲市役所では事務費や管理費等の削減をしています � �� ��
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１．新市での住民サービスに
ついて

２．那珂総合運動公園につい
て

　

原
子
力
関
係
に
よ

る
電
源
立
地
特
別
交

付
金
の
う
ち
、
原
子
力
発
電

施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金

は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で

す
か
。
ま
た
、
一
般
家
庭
・

企
業
電
気
交
付
金
は
、
旧
那

珂
町
に
は
交
付
さ
れ
、
旧
瓜

連
町
に
は
交
付
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
行
政
側
か
ら
き
ち

ん
と
県
、
国
の
方
に
強
く
要

望
し
て
、
市
民
平
等
性
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
際
の
避
難

場
所
は
、
市
内
に
何
ヶ
所
あ

り
、
案
内
板
も
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
か
。
ま
た
、
専
門

的
病
院
と
の
き
ち
ん
と
し
た

連
携
も
と
っ
て
い
た
だ
き
、

住
民
が
、
安
心
で
安
全
に
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

の
那
珂
市
の
防
災
計
画
の
中

に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

こ

の
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
が
、
電
灯
電
力

１６

合
わ
せ
て
２
億
１
、２
３
５
万

６
、５
０
８
円
で
す
。旧
瓜
連

町
ま
で
の
区
域
拡
大
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
県
を
通
し
て

国
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

災
害
等
で
の
避
難
場
所

は
、　

箇
所
あ
り
新
市
の
防

４４

災
計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、

市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

平
成
６
年
に
完
成

し
た
那
珂
総
合
公
園

に
は
、
セ
ン
タ
ー
１
２
０

ｍ
、
両
翼　
 
ｍ
の
野
球
場
が

９０

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
県
内

で
も
、
稲
敷
市
に
で
き
ま
し

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の

社
会
人
野
球
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
近
隣
に
も
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
あ
り
、
先
月
、
常

陸
大
宮
市
で
行
わ
れ
た
選
手

権
の
県
予
選
で
は
、
当
日
、

６
千
人
の
観
客
を
集
め
、
経

済
効
果
は
も
と
よ
り
、
野
球

フ
ァ
ン
を
広
く
集
め
ま
し

た
。
近
辺
で
は
、
ど
こ
の
球

場
で
も
硬
式
が
で
き
ま
す

が
、
那
珂
市
で
は
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。
こ
の
那
珂
市
に

ぜ
ひ
と
も
誘
致
し
て
い
た
だ

き
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の

幅
広
い
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

那
珂

総
合
公
園
野
球
場

は
、
軟
式
用
で
あ
り
、
施
設

の
面
か
ら
現
在
の
ま
ま
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
長　

公
式
野
球
場
は
、

常
陸
大
宮
市
、
ひ
た
ち
な
か

市
に
あ
り
、
広
域
利
用
を
踏

ま
え
て
検
討
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

�

�

�

�

旧
瓜
連
町
ま
で
の
区
域
拡
大
を
国
に
要
望
し
て
い
く

原
子
力
関
係
の
交
付
金
制
度
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

広
域
利
用
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く

那
珂
総
合
公
園
に
硬
式
野
球
を
誘
致
し
て
は

▲那珂総合公園の野球場

���� ��

電源三法交付金制度
　電源立地を計画的に推進する必要から、発電所建設に
よって得られる国民的な利益を地元に還元する目的で制
定されました。国は、電力会社から販売電力量に対して
電源開発促進税を徴収し、それを財源として様々な交付
金を支出します。
　この交付金が支給されるのは、発電所立地市町村や
県・隣接市町村です。旧那珂町においては、東海村に発
電所があるため、様々な交付金を受けています。最近の
交付金の主な使途は、各家庭の電気料金の割引、図書館
建設、ふれセンよこぼり建設、水道管の石綿管更新事業
などです。
　旧瓜連町では、東海村に隣接していないため、これら
の交付金の該当はありませんでした。



１９ 那珂市 議会だより

　

今
年
、
介
護
保
険

制
度
が
改
正
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
重
要
な
の

が
、
給
付
に
対
す
る
保
険
者

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
政
策
評

価
機
能
の
強
化
で
す
。
今

後
、
市
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
自
己
評
価
と
第
三

者
機
関
に
よ
る
客
観
評
価
と

で
き
る
よ
う
に
し
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
適
正
化
と
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
質
の
向
上
も

同
時
に
図
れ
る
事
業
を
展
開

す
る
べ
き
で
す
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
支
援
し
、
利

用
者
へ
の
自
己
支
援
を
推
進

す
る
た
め
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
適

正
化
事
業
を
導
入
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

利
用
者
に
と
っ
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
余
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
プ
ラ
ン
化
さ
れ

て
い
な
い
か
な
ど
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
と

考
え
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
全
員
の
プ
ラ
ン

チ
ェ
ッ
ク
は
当
初
か
ら
は
無

理
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

何
ら
か
の
取
り
組
み
を
し
て

い
く
こ
と
が
介
護
給
付
費
の

適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
本
市
の
実
情
に
合
わ

せ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

▲ケアプランを作成するケアマネージャーさん

　

本
市
に
お
い
て

は
、
現
在
、
市
が
介

護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
利
用
者
の
疑
問
や

不
満
、
不
安
の
解
消
を
図
る

た
め
の
施
策
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
体
制
の
改
善
を
図

る
た
め
に
、
介
護
相
談
員
制

度
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
介
護
相
談
員

は
、
利
用
者
の
自
宅
や
施
設

に
直
接
出
向
き
、
第
三
者
的

に
不
満
や
苦
情
を
伺
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を

直
接
・
間
接
的
に
各
施
設
や

各
機
関
に
伝
え
、
サ
ー
ビ
ス

改
善
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
同
制
度
を
導
入
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

介
護
保
険
制
度
を
適

正
に
運
用
し
て
い
く
た
め
に

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
意
見
を
聞
い
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
先
駆
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
町
村
の
状
況

を
把
握
し
て
、
那
珂
市
の
地

域
性
を
踏
ま
え
た
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

�

� 本
市
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
適
正
化
事
業
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
体
制
を
検
討
す
る

介
護
相
談
員
制
度
を
実
施
し
体
制
改
善
を
図
っ
て
は

�

�

▲安心・満足の介護サービスを

��������

����
１．介護保険制度の見直しに

ついて

○Ｃ MPC

���� ��



那珂市 議会だより ２０

　

国
際
熱
核
融
合
実

験
炉（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）の

建
設
地
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ

ダ
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
る
見
通
し

で
あ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
日
本
国
内
の

建
設
候
補
地
と
し
て
、
原
研

那
珂
研
究
所
と
青
森
県
六
ヶ

所
村
と
共
に
名
乗
り
を
上

げ
、
国
内
候
補
地
争
い
で

六
ヶ
所
村
に
敗
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
が
フ
ラ
ン

ス
に
な
れ
ば
、
日
本
国
内
に

は
支
援
施
設
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
支
援
機
能
施
設
は

こ
れ
ま
で
の
那
珂
研
究
所
の

実
績
か
ら
見
て
も
当
地
へ
誘

致
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

こ
の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

フ

ラ
ン
ス
に
決
定
し
た

場
合
に
は
、
被
ホ
ス
ト
国
が

担
う
機
能
、
役
割
の
内
容
を

精
査
し
た
上
で
、
そ
の
機
能

の
那
珂
研
究
所
の
誘
致
に
向

け
て
、
陳
情
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

那
珂
市
の
新
市
建

設
の
基
本
構
想
の
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
と
し
て
、
自
然
、
地
域
、

ひ
と
、
先
端
科
学
が
融
和
し

た
町
と
目
標
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
基

本
構
想
に
お
い
て
も
、
那
珂

研
究
所
周
辺
は
先
端
産
業

ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
過
去
に
お
き
ま

し
て
、
工
業
団
地
建
設
に
は

当
時
の
那
珂
町
民
も
協
力

し
、
整
備
を
し
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
連
施

設
の
誘
致
に
よ
り
、
市
内
業

者
の
育
成
と
市
民
雇
用
の
促

進
、
そ
し
て
研
究
員
の
那
珂

市
へ
の
居
住
な
ど
、
経
済
的

に
、
ま
た
、
人
的
交
流
に
も

役
立
つ
と
考
え
、
是
非
那
珂

市
へ
の
誘
致
を
す
る
為
の
準

備
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

誘
致
に
つ

い
て
万
全
の
体
制
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

�

�

�

�

那
珂
研
究
所
へ
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

国
際
熱
核
融
合
実
験
施
設
関
連
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

万
全
の
体
制
で
取
り
組
む

那
珂
市
の
将
来
の
為
に
是
非
誘
致
を

▲約１３０haの敷地を有する那珂研究所

��������

����
１．ＩＴＥＲ関連施設の誘致

について

���� ��

■ITERとはどのような装置か
　ITERは、強い磁場によって超高温プラズマを生成し保
持するトカマク方式の装置です。ドーナツ状の真空容器
内に燃料である重水素とトリチウムの混合ガスを注入し、
放電により電離ガス（プラズマ）を作ります。さらに外か
ら粒子ビームや電磁波を入射して１億度以上に加熱する
と核融合反応が起こります。実用階段では、その反応エ
ネルギーを熱に換えて発電します。



２１ 那珂市 議会だより

��������

����
１．那珂市版地域コミュニ

ティ支援事業（仮称）の
創設について

２．観光物産センターの設置
について

　

地
方
振
興
交
付
金

等
は
、
各
地
区
の
実

績
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
の
児
童
・
青
少
年

を
取
り
巻
く
犯
罪
の
増
加
や

不
法
投
棄
の
増
加
に
よ
る
環

境
の
悪
化
、
そ
の
他
多
様
な

課
題
が
地
域
に
山
積
し
て
い

く
中
で
、
行
政
の
広
域
化
等

に
よ
り
カ
バ
ー
で
き
な
い
部

分
へ
の
住
民
自
ら
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

様
な
課
題
へ
住
民
が
取
り
組

む
際
の
支
援
策
を
準
備
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
住
民
自
治
推
進
の
た

め
自
治
推
進
課
（
東
海
村
な

ど
）、
市
民
活
動
課
（
ひ
た
ち

な
か
市
な
ど
）
な
ど
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

市
長
公
室
長　

住

民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

は
市
の
行
政
運
営
方
針
と
も

合
致
し
て
お
り
検
討
に
値
し

ま
す
。
経
済
面
で
の
支
援
は

期
間
や
分
野
な
ど
を
検
討

し
、
庁
内
の
専
門
部
署
の
設

置
も
支
援
事
業
の
実
施
と
合

せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に

１４

物
産
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
報

告
が
経
済
常
任
委
員
会
よ
り

あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
に
、
物
産
セ
ン
タ
ー

建
設
は
必
要
で
あ
る
が
、
運

営
に
積
極
的
に
参
画
し
よ
う

と
す
る
組
織
が
な
い
な
ど
に

よ
り
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ

の
後
Ｊ
Ａ
が
合
併
す
る
な
ど

状
況
の
変
化
が
あ
り
こ
の
課

題
に
向
け
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
の
直
売
所
機
能
を

拡
充
強
化
し
た
い
と
い
う
Ｊ

Ａ
ひ
た
ち
な
か
の
動
き
と
産

業
振
興
の
観
点
か
ら
ど
う
連

携
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。

　

経
済
環
境
部
長　

物
産
セ
ン
タ
ー
は
、

那
珂
市
が
県
北
地
域
へ
の
玄

関
口
に
な
っ
て
い
る
立
地
性

か
ら
、
ま
た
地
域
産
業
の
活

性
化
の
観
点
か
ら
重
要
な
施

設
で
あ
り
、
生
産
者
や
各
機

関
と
話
し
合
い
を
し
て
い
き

ま
す
。
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
の

直
売
所
の
拡
充
強
化
に
つ
い

て
も
意
向
を
伺
い
な
が
ら
十

分
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

�

� 行
政
運
営
方
針
に
合
致
し
て
お
り
調
査
研
究
し
ま
す

住
民
自
治
を
推
進
す
る
た
め
支
援
事
業
の
創
設
を

関
係
機
関
と
連
携
、
十
分
な
協
議
を
し
て
い
き
ま
す

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
物
産
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

�

�

� �� ��



那珂市 議会だより ２２

　

平
成
９
年
に
社
会

体
育
の
一
拠
点
と
し

て
旧
瓜
連
町
に
町
営
プ
ー
ル

が
完
成
し
供
用
開
始
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
旧
那
珂
町
に

お
い
て
は
全
小
中
学
校
に

プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
各
学
校
の
裁
量
で
一
般

に
も
開
放
さ
れ
利
用
促
進
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
供
用
開
始

後
、
数
年
間
の
利
用
実
数
を

見
ま
す
と
、
町
営
プ
ー
ル
と

し
て
利
用
増
を
図
る
の
は
大

変
難
し
い
状
況
で
あ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
町
営

プ
ー
ル
と
し
て
利
用
増
が
見

込
め
な
い
状
況
な
ら
ば
、
町

営
プ
ー
ル
と
、
同
敷
地
内
に

あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
小
学

校
専
用
の
プ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
、
学
校
側
に
有

効
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。
市
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　

教
育
長　

ご
提
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、

管
理
上
の
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
内
部
で
よ
く
検
討
し

ま
し
て
、
さ
ら
に
学
校
と
も

協
議
を
し
て
、
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
幸
せ
な
毎
日

を
送
る
た
め
に
は
健

康
診
断
を
行
う
事
は
大
変
大

事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は

医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
市
民
の
定
期
的
な
健
康
診

断
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
行
っ
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
戸
多
地
区

の
場
合
、
健
診
の
場
所
が
、

「
ひ
だ
ま
り
」に
設
定
さ
れ
る

と
福
祉
バ
ス
の
利
用
に
よ
り

マ
イ
カ
ー
運
転
の
で
き
な
い

方
で
も
検
診
が
可
能
で
あ
り

ま
す
。
距
離
の
短
縮
等
を
考

慮
さ
れ
会
場
を「
ら
ぽ
ー
る
」

に
決
定
さ
れ
る
場
合
、
福
祉

巡
還
バ
ス
の
便
宜
を
は
か
っ

て
頂
く
事
は
可
能
か
伺
い
た

い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

検
診
当
日
、
福
祉
循

環
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

考
慮
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福
祉

循
環
バ
ス
は
、
年
間
を
通
し

ま
し
て
コ
ー
ス
を
設
定
し
て

時
刻
等
も
決
め
て
運
行
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
検
診
者
の

た
め
に
だ
け
動
か
す
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

�

�

�

�

学
校
側
と
協
議
検
討
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す

旧
瓜
連
町
営
プ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
学
校
専
用
に

検
診
者
の
た
め
だ
け
の
福
祉
バ
ス
運
行
は
難
し
い

住
民
検
診
者
の
利
便
を
考
え
福
祉
循
環
バ
ス
運
行
を

▲瓜連プール

▲那珂市福祉循環バス

��������

����
１．公共施設の利用状況につ

いて
２．住民検診について

���� ��



２３ 那珂市 議会だより

��������

����
１．下校時等の子どもを守る

不審者対策について
２．総合センターらぽーるの

活用について

　

４
月
よ
り
那
珂
市

教
育
委
員
会
か
ら
児

童
へ
の
不
審
者
に
よ
る
声
か

け
事
件
の
連
絡
を
６
件
受
け

大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
下

校
時
等
の
子
ど
も
の
安
全
の

為
に
「
子
ど
も
を
守
る
１
１

０
番
の
家
」
の
存
在
は
大
切

だ
と
考
え
ま
す
が
、
設
置
の

確
認
や
看
板
の
配
布
は
き
ち

ん
と
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
す

か
。
ま
た
、
平
成　

年
に
文

１６

部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た

「
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」

で
は
、
不
審
者
情
報
を
地
域

で
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
自
警
団
の
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
の
で
、
防
災

無
線
を
利
用
し
地
域
に
不
審

者
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る
体

制
を
整
え
、
防
犯
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
を
提

言
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　
「
子

ど
も
を
守
る
一
一
〇

番
の
家
」
の
新
し
い
看
板
を

今
年
度
内
に
購
入
し
設
置
す

る
予
定
で
す
。

　

市
長　

子
ど
も
を
守
る
為

に
不
審
者
情
報
を
地
域
で
共

有
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段

と
考
え
、
警
察
や
教
育
委
員

会
と
も
協
議
し
、
防
災
無
線

の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ら
ぽ
ー
る
は
那
珂

市
中
央
公
民
館
瓜
連

分
館
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
併
せ
も
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
施
設
と
す
る
為
に
、

①
図
書
室
脇
の
空
室
は
平
日

は
児
童
室
、
夏
休
み
等
に
は

学
習
室
と
し
て
弾
力
的
に
運

用
で
き
ま
せ
ん
か
。
②
報
収

集
の
為
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

③
談
話
コ
ー
ナ
ー
を
開
放
し

飲
食
可
能
な
場
所
に
で
き
ま

せ
ん
か
。
④
議
室
を
市
民
活

動
室
と
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

と
統
合
し
て
は
如
何
で
す

か
。
ま
た
、
施
設
の
内
容
を

市
民
に
お
知
ら
せ
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

教
育
次
長　

①
児

童
室
や
学
習
室
と
し

て
弾
力
的
に
運
用
し
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
は
設
置
予
定
で

す
。
③
談
話
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
検
討
し
ま
す
が
今
後
も

飲
食
禁
止
と
考
え
て
い
ま

す
。
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の

利
用
頻
度
を
見
な
が
ら
考
え

て
い
き
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
広
報
紙
で
啓
蒙
を
図
り

ま
す
。

　

教
育
長　

生
涯
学
習
推
進

体
制
の
整
備
を
図
り
、
い
つ

で
も
誰
で
も
学
習
で
き
る
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
有
効
活

用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

� 防
災
無
線
で
の
不
審
者
情
報
提
供
も
含
め
協
議
す
る

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
有
効
活
用
に
努
め
る

ら
ぽ
ー
る
を
使
い
や
す
く
、
そ
し
て
利
用
促
進
を

�

�

▲「子供を守る１１０番の家」の看板。文字が見えません

▲らぽーるの図書室脇の空室 ���� ��
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現
在
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る

中
で
、
加
齢
や
病
気
、
障
害

な
ど
の
理
由
で
、
自
分
で
理

髪
店
や
美
容
院
に
行
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
の
方
が
い
ま

す
。
移
動
理
美
容
車
や
出
張

理
美
容
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
は
、
自

宅
、
病
院
、
老
人
施
設
で
手

軽
に
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
市
が
訪
問
経
費

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
保
健
衛
生
等
の
増

進
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。
さ

ら
に
、
近
隣
の
市
町
村
で

は
、
生
活
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
、
実
施
さ
れ
た
結

果
、
症
状
も
改
善
さ
れ
、
お

年
寄
り
に
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

訪
問
理
美
容
助
成
事
業
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

こ
の
助
成
事
業
は
、

平
成　

年
度
ま
で
は
国
・
県

１６

の
補
助
事
業
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。
当
市
と
し
て
は
、
無

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
支

援
は
継
続
し
て
い
く
考
え
で

す
が
、
新
た
な
財
政
負
担
が

伴
う
訪
問
理
美
容
助
成
事
業

の
実
施
は
難
し
い
で
す
。

　

最
近
、
放
課
後
の

児
童
対
策
事
業
は
、

子
育
て
支
援
、
就
労
女
性
支

援
施
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成　

年
、　

月

１２

１２

の
定
例
議
会
で
「
菅
谷
東
学

童
保
育
所
の
早
期
設
置
に
つ

い
て
」
を
一
般
質
問
し
ま
し

た
。
翌
年
の
７
月　

日
に
は

２３

体
育
館
を
暫
定
的
に
使
用
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
開
所
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
学

童
保
育
所
の
新
設
を
要
望
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
何
の

進
展
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年

の
入
所
希
望
者
は
、
定
員　
４０

名
の
と
こ
ろ　

名
以
上
あ

７０

り
、
定
員
オ
ー
バ
ー
で
し

た
。
市
は
、
い
つ
ま
で
も
、

児
童
を
劣
悪
な
状
態
で
の
体

育
館
生
活
を
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
希
望
者
は
全
員
入
所
で

き
る
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で

す
。
ま
た
、
こ
の
現
状
を
い

つ
ま
で
も
放
置
せ
ず
、
安
心

し
て
子
育
て
出
来
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
整
備

拡
充
を
図
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

助
役　

仕
事
と
子

育
て
の
両
立
支
援
や

放
課
後
の
学
童
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
市
の
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
整
備
を
進
め

ま
す
。

�

�

�

�

新
た
な
財
政
負
担
が
伴
う
事
業
の
実
施
は
難
し
い

高
齢
者
に
優
し
い
訪
問
理
美
容
助
成
事
業
の
実
施
を

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
く

早
急
に
菅
谷
東
学
童
保
育
所
の
整
備
拡
充
を
図
れ
！

▲訪問理美容サービス

▲菅谷東小学校の体育館２階にある学童保育所

����
１．介護保険と高齢者保険福

祉施策について
２．学童保育事業について

○Ｃ MPC

���� ��



２５ 那珂市 議会だより

　市政に関することや地域の身近な問題などで、市民

の皆様のご意見やご要望などを直接市議会に提案でき

る制度として、「請願・陳情」があります。法律に定め

られた国民の権利であり、どなたでも提出することが

できます。

１．請願・陳情の内容

　内容は特に制限はありませんが、主に市議会や市
の行政に関するもの、市議会を通じて国県などへ施
策を要望するものなどです。

２．請願書・陳情書の作成

　請願や陳情は、文書により提出していただきま
す。下記の事項等について明確に記載してあれば提
出できます。（右下　参照）
（１）請願・陳情の案件名、要旨・内容等
（２）請願書の場合は、紹介議員（那珂市議会議員１
名以上）の署名・押印が必要です。陳情の場合は
紹介議員は不要です。

（３）請願・陳情者の住所、氏名（押印）及び電話番
号（団体等の場合は、所在地、団体名、代表者職
氏名）
※道路整備等に関する請願・陳情については、道
路整備地区の区長が申請者の代表となるようお
願いいたします。

（４）添付資料（道路など場所に関するものは、その
案件の場所がわかる図面など）

３．提出先

　提出は、那珂市議会事務局（議長あて）へ持参し
てください。請願・陳情の内容を確認して受付いた
します。
　郵送でも受付けますが、郵送による陳情書は、全
員協議会への報告のみとなります。

４．議会での審議

　定例会開会日の１０日前までに受理したものは、そ
の定例会で審議されます。それ以降に受理したもの
は、次の定例会での審議となります。ただし、緊急
の場合は取扱を審議して決定します。
　審議は、委員会で審議し、本会議で議決します。
議決結果については、定例会終了後に請願等の提出
者へ結果をお知らせしております。

��������	


〈請願・陳情の書式例〉
　　○○○○○についての請願（陳情）

紹介議員　○○　○○印
（陳情は紹介議員不要）　

（要旨）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　平成　　年　　月　　日
請願（陳情）者　住所・・・・・・・・・・・・

氏名・・・・・・・・・・印
TEL・・・・・・・・・・・・

那珂市議会議長あて

��������	
��
������
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　国内でBSE（牛海綿状脳症）感染牛が確認されて以来、
政府はすべての牛の検査や飼料規制等を行い牛肉に対す
る信頼回復に努めてきました。また、２００３年に米国で
BSEが確認されてからは、米国産の牛肉加工品の輸入を
禁止してきました。
　ところが、政府は２０月齢以下の牛を全頭検査の対象か
ら除外し、検査体制の不十分な米国産牛肉等の輸入再開
に向けた動きを進めています。これらは、BSEに対する
消費者の不安を増大させるものです。米国産牛肉の拙速
な輸入再開に反対し、BSE問題への万全な対策を求め、
国に対し、意見書を提出してほしいというものです。

　委員会では、政府は国民の生命を守る義務があり、食
の安心・安全に対し、責任を果たす義務があり、BSE対
策の万全な措置と、米国産牛肉の輸入再開は時期尚早で
あるということで、採択すべきものと決定しました。

（経済常任委員会）

提出者

水戸市梅香１－１－４
食とみどり、水を守る茨城県労農市民会議
会長　野上　義男

� �
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平成１７年第２回定例会では、１件の陳情を審議しました。



那珂市 議会だより ２６

　地方自治法の第９９条「普通地方公共団体の議会は、
当該普通地方公共団体の公益に関する事件につき意
見書を国会又は関係行政庁に提出することができ
る」という条文に基づいて、那珂市民の要望や要求
について、議会の議決を得ることにより、県政や国
政へ直接意見書を送付することができるものです。

意見書とは？

��������	
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　当議会としては、日本国民の食に対する安全や安心を確保
する観点から、以下の点に配慮をし「米国産牛肉の輸入再開
問題や国内BSE対策」に取り組まれるよう要望いたします。
１．米国産牛肉の輸入再開問題について
　米国産の牛肉等は、下記の問題点があることから、拙速
な輸入再開を行わないよう求めます。
①米国ではと畜される牛で、BSE検査を行っているのは全
体の１％以下にしかすぎないこと。

②生産・流通履歴をたどるトレーサビリティ制度が整って
いないため、月齢の判定が正確に出来ず、現在、検討さ
れている目視による骨化や肉質の状況での月齢判定は誤
差を生じさせること。

③特定危険部位の除去では、日本はすべての月齢の牛の脳
などの危険部位を除去し、焼却処分を行っているのに対
し、米国は３０ヶ月齢以上の牛に限られていること。
④米国では除去された特定危険部位は処分されず、肉骨粉
の原料とされ、豚や鶏の飼料として流通している。この
ため、飼料の製造段階での混入・交差汚染や、使用時に
誤って牛に与える危険性があること。

２．国内のBSE対策について
　国内では、特定危険部位の除去に関する監視体制の構
築、牛をと畜する際のピッシングの廃止、飼料対策を含め
た対策強化がこれから実施される予定であり、全頭検査の
見直しはこれらの一連の対策の実効性が確認された後に検
討されるべきである。さらに、検査緩和をおこなうと、若
齢牛での検査ができずに、検査感度を改良する技術開発に
も支障が出てくることが予想される。そのため、上記の対
策を万全に実施するとともに、各自治体で行う全頭検査に
対して、財政措置を継続するよう求める。

提出先　内閣総理大臣、農林水産大臣、

　　　　厚生労働大臣、食品安全担当大臣

��������	
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　地方六団体は、政府が地方分権の理念に沿った真の「三位
一体の改革」の実現を図り、地方六団体の提案を十分踏まえ
た改革の実現を強く求めるものである。

記
１．地方六団体の改革案を踏まえた概ね３兆円規模の税源移
譲を確実に実現すること。

２．生活保護費負担金及び義務教育費国庫負担金等の個別事
項の最終的な取り扱いは、「国と地方の協議の場」において
協議・決定するとともに、国庫負担率の引き下げは絶対認
められないこと。

３．政府改革案は、地方六団体の改革案の一部しか実現され
ておらず、当団体の改革案を優先して実施すること。

４．地方六団体の改革案で示した平成１９年度から２１年度まで
の第２期改革案について政府の方針を早期に明示すること。

５．地方交付税制度については、「基本方針２００４」及び「政
府・与党合意」に基づき、地方公共団体の財政運営に支障
が生じないよう、法定率分の引き上げを含み地方交付税総
額を確実に確保するとともに、財源保障機能、財源調整機
能を充実強化すること。

提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
郵政民営化・経済財政政策担当大臣

��������	
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　地方分権推進による地方分権一括法の施行や市町村合併に
伴う地方自治にかかる地勢図の変化など、地方議会を取り巻
く環境は、近時大きく変化してきている。
　このような中、地方議会の役割は一層その重要性を増し、
住民自治の代表機関である議会の機能の更なる充実と、その
活性化を図ることが強く求められている。
　現行の地方自治法が制定後６０年を経過し、議会にかかる制
度が実態にそぐわなくなっていることから、議会制度全般に
わたる見直しが急務である。
　国では、現在、第２８次地方制度調査会において「議会のあ
り方」について審議されている。地方議会制度の規制緩和・
弾力化はもとより、
①議長に議会招集権を付与すること、
②委員会にも議案提出権を認めること、
③議会に附属機関の設置を可能とすること、

など、地方議会の権能強化及びその活性化のため、抜本的な
制度改正が図られるよう強く求める。

提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　総務大臣

���������	���������	

３件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。



２７ 那珂市 議会だより

���������	

　市議会の本会議は誰でも傍聴できます。
　本会議は午前１０時開会予定です。
　傍聴の受付は、当日の午前９時３０分から那珂市役
所３階の傍聴席入口で行います。手続きは、傍聴券
に住所・氏名・年齢を記入していただくだけです。お
気軽にお出かけください。

����������
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　第３回定例会は、下記の日程（案）のとおり開催す
る予定です。
　また、議事の都合により日程が変更となる場合が
あります。日程の詳細については、議会事務局まで
お問い合わせください。

TEL　２９８－１１１１（代表）

　

那
珂
市
議
会
議
員
の
荻
原
半
七
氏
が
去
る
平
成　

年
６
月

１７

　

日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

１６
　

荻
原
議
員
は
、
平
成
８
年
２
月
、
地
元
の
方
々
の
衆
望
を

担
っ
て
、
瓜
連
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
以
来
９
年
間

に
わ
た
り
、
議
会
議
員
と
し
て
、
そ
の
職
責
を
懸
命
に
果
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
瓜
連
町
議
会
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
、
ま
た
、
平
成　

年
２
月
に
は
、
副
議
長
に
就
任

１６

さ
れ
、
瓜
連
町
の
発
展
と
円
滑
な
る
議
会
運
営
の
た
め
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
教
育
行
政
の
推
進
に
お
い
て
は
、
瓜
連
小
学
校
の

校
舎
建
設
と
那
珂
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
『
ふ
れ
あ
い

の
杜
公
園
』
建
設
に
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
度
の
那
珂
町
・
瓜
連
町
の
合
併
に
際
し
ま

し
て
は
、
議
会
代
表
と
し
て
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、『
新
市
誕

生
』
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
、
誠
に
顕
著
な

も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

荻
原
議
員
の
優
れ
た
見
識
と
円
熟
し
た
人
格
は
、
接
す
る

人
に
親
愛
の
情
と
敬
意
を
起
こ
し
、
こ
と
を
運
ぶ
に
あ
た
っ

て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
多
く

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
は
、
私
た
ち

議
会
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
「
地
方
自
治
」
と
い
う
命
題
の
原

点
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

荻
原
議
員
が
、
今
年
１
月
の
合
併
後
に
体
調
の
不
調
を
訴

え
ら
れ
入
院
な
さ
れ
、
退
院
後
は
快
方
に
向
か
わ
れ
、
６
月

定
例
会
で
は
、
お
元
気
な
姿
で
の
議
会
活
動
を
拝
見
で
き
る

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
逝
去
の
余
り
に
も
早
か
っ

た
こ
と
は
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
あ
な
た
が
多
年
に
わ
た
り
、
町
発
展
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
た
大
き
な
功
績
は
、
不
滅
の
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
に
那
珂
市
議
会
と
し
て
、
限
り
な
き
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

那
珂
市
議
会
議
員
一
同
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議　事　予　定曜月  日
本会議
○開会
○継続審査案件の委員長報告
○請願・陳情の委員会付託等

月９．５

本会議
○議案審議
○議案の委員会付託等

火９．６

決算特別委員会水９．７
決算特別委員会木９．８
決算特別委員会金９．９
休会土９．１０
休会日９．１１
常任委員会（総務・経済）月９．１２
常任委員会（建設・教育厚生）火９．１３
本会議（一般質問）水９．１４
本会議（一般質問）木９．１５
本会議（一般質問）金９．１６
休会土９．１７
休会日９．１８
休会（敬老の日）月９．１９
休会（議事整理）火９．２０
本会議
○委員長報告
○閉会

水９．２１

平成１７年第３回定例会会期日程（案）
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福
岡
県 
稲  
築 
町
が
議
会
広
報
研
修
で
来
訪

い
な 
つ
き

５月１２日
　福岡県稲築町の広報編集委員が、那珂市に来
訪し、広報編集等について研修をしました。

▲議長、広報編集委員長が研修に応対しました

�
�
�
�

広
報
編
集
副
委
員
長

�
畑　

道
英　

　

常
陸
国
風
土
記
は
「
新
治
・

筑
波
・ 
茨  
城 
・ 
那  
賀 
・
久
慈
・

う
ば 
ら
き 

な 

か

 
多  
珂 
の
国
に
、
そ
れ
ぞ
れ

た 

か

 
造 
・

み
や
っ
こ

 
別 
が
遣
わ
さ
れ
治
め
ら
れ
て
い

わ
けた

が
、
孝
徳
天
皇
の
時
、
ひ
と

つ
に
し
て
常
陸
に
し
た
」
と
云

う
。
又
、
静
地
区
に
つ
い
て

「
久
慈
の 
郡  
衙 
の
西
に 
静  
織 
の

ぐ
ん 

が 

し 

ど
り

里
が
あ
り
こ
の
地
方
一
帯
で

は
、 
綾 
を
織
る 
機 
を
知
ら
な

し
づ 

は
た

か
っ
た
が
あ
る
時
、
始
め
て
こ

の
里
で
綾
を
織
っ
た
。
因
っ
て

 
綾  
織 
つ
ま
り 
静  
織 
と
名
付
け

し
づ 

お
り 

し 

ど
り

た
。
北
に
小
川
が
あ
る
。 
丹 
い

あ
か

川
石
が
あ
り
そ
の
色
は
へ
ん 
碧 ぺき

に
似
て
、
火
打
ち
石
に
適
し
て

い
る
。
そ
こ
で
こ
の
小
川
を 
玉 たま

 
川 
（
今
も 
瑪  
瑙 
が
出
る
）
と 
号 

か
わ 

め 

の
う 

な
づ

け
た
」
と
記
述
す
る
。

　

今
日
、
風
土
記
を
編
纂
す
る

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
（
那

珂
市
）
の
合
併
・
風
物
等
を
ど

の
よ
う
に
記
載
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
！

広
報
編
集
委
員
会

委　
員　
長　

笹
島　
　

猛

副
委
員
長　

�
畑　

道
英

委　
　

員　

中
村　

惠
子

委　
　

員　

海
野　
　

徹

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

委　
　

員　

先
�　
　

光

市
内
の
原
子
力
施
設
を
見
学

▲三菱マテリアル（株）那珂エネルギー開発研究所

５月１２日
　那珂市議会議員が、市内の原子力施設３箇所
を視察しました。（日本原子力研究所、三菱マ
テリアル（株）那珂エネルギー開発研究所、三菱
原子燃料（株））

さ
つ
き
を
議
長
室
に
展
示

▲議長室で鈴木消防長と福田議長

６月１２日
　消防本部のさつき会の皆様が丹精込めて咲
かせた、さつきを議長室に飾りました。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
機
構
へ
抗
議
文

６月２０日
　東海村の核燃料サイクル機構で、６月１３日に
発表のあった「プルトニウム転換技術開発施
設」から微量の放射能汚染が見つかった問題に
対して、那珂市議会では、市民の安全のため、
再発防止等に万全の対策をするよう申し入れ
をしました。

▲正副議長、原子力安全対策特別委員会の正副委員長
の4人で提出しました




